


者後方へ流れ、室全体に拡散する。基準化濃度は、非感

染者の人体周辺では 0.1 程度と低くなる。

(4)case4: 粒径が 10[µm] の飛沫は、呼出された後、人体

周辺の上昇気流により天井付近へ流れ、拡散せずに空気

清浄機に吸込まれ除去される。基準化濃度は人体周辺で

0.1 以下と極めて良好である。

3.2　排出率：図５に case1 における排出率・残留率の

時間変化、図６に各 case における t=600[s]、1,200[s] の

排出率を示す。換気量を 60[m3
/h] とした case1、case2

の 排 出 率 は、t=600[s] で 1.0[%] 以 下、t=1,200[s] で

10[%] 前後と極めて低い。換気量が 60[m3
/h] での飛沫

の排出率は極めて低く、換気方式による差は殆ど見られ

ない。case3、4 は換気量＋空気清浄機の風量は 360[m3
/h]

と等しいが、床置き型の空気清浄機を設置した case3 の

排出率は、t=600[s] で 58.9[%]、天井カセット型を設置

した case4 の排出率は、t=600[s] で 100[%] と極めて良

好な値となる。特に冬季は換気を行うと室温が低下する

為、空気清浄機の使用が有効である。

4　まとめ

①粒径が 10[µm] の飛沫は、呼出された後、人体周辺の

上昇気流により天井付近へ流れ、室全体に拡散する。

②換気量を 60[m3
/h] とした case1、case2 の排出率は、

t=600[s] で 1.0[%] 以下、t=1,200[s] で 10[%] 前後と

極めて低い。換気量が 60[m3
/h] での飛沫の排出率は

極めて低く、換気方式による差は殆ど見られない。

③ case3、4 は換気量＋空気清浄機の風量は 360[m3
/h]

と等しいが、床置き型の空気清浄機を設置した case3
の排出率は、t=600[s] で 58.9[%]、天井カセット型を

設置した case4 の排出率は、t=600[s] で 100[%] と極

めて良好な値となる。特に冬季は換気を行うと室温

が低下する為、空気清浄機の使用が有効である。
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    ・積算発生量：その時刻までに感染者から発生した飛沫 (600[s] 間の総発生量は 6,000)

    ・残留量：その時刻までに室内に残留している飛沫

    ・排出率 [％ ]：その時刻までに発生した飛沫のうち排出された飛沫の割合

    ・残留率 [％ ]：その時刻までに発生した飛沫のうち室内に残留している飛沫の割合
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図５　case1 における排出率・残留率の時間変化 図６　各 case における t=600[s]、1,200[s] の排出率

図４　各 case における t=590[s]※４の基準化濃度分布※５

(a)　case1
( 換気量 60[m3/h])

(b)　case2
( 換気量 60[m3/h])

(c)　case3
( 換気量 60[m3/h]+ 空気清浄機 300[m3/h])

(d)　case4
( 換気量 60[m3/h]+ 空気清浄機 300[m3/h])

図３　各 case における気流分布 (鉛直断面・室中央 )

(a)　case1
( 換気量 60[m3/h])

(b)　case2
( 換気量 60[m3/h])

(c)　case3
( 換気量 60[m3/h]+ 空気清浄機 300[m3/h])

(d)　case4
( 換気量 60[m3/h]+ 空気清浄機 300[m3/h])

注釈
※１　CFD 解析でレイノルズ平均モデル (Reynolds-Averaged Navier-Stokes simulations) を用

いて解析する手法。
※２　空気清浄機による飛沫の除去率は 100[%] とする。
※３　換気による飛沫の排出率を算出する為、壁面に付着することで飛沫が空気から減少す

ることが無いように、壁面に到達した飛沫は跳ね返るよう設定している。
※４　飛沫発生の最終時刻とする。
※５　室内で発生するトレーサ量を換気量 (60[m3

/h]) で除した値を基準濃度とし、各点の
トレーサ濃度は基準濃度で除すことで、基準化濃度として表す。基準化濃度が 1.0 と
なる時、完全拡散濃度となる。
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